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　薪能（たきぎのう）とは、夜間、野外能楽堂の周
囲にかがり火を焚いて、能を奉納する荘厳な神事・
仏事の儀式とされています。中尊寺薪能会場の能楽
堂は約350年前の江戸時代に建立されたと言われて
います。その後焼失し、1853年再建されました。「平
泉の世界遺産」の中心をなす中尊寺の中でもベスト
3に入る価値を持つのが能楽堂で、重要文化財になっ
ています。
　この度突然、中尊寺の元執事長である佐々木邦世
様から、今年度の８月14日開催の中尊寺薪能におい
て薪奉行に推薦したい旨のお話を頂きました。大学
としても大変光栄なことでありお受けしました。
　薪奉行とは名誉職ではありますが、能の奉納に先
立って、中尊寺白山神社祭儀から始まり、神職の手
からご神火をいただき舞台三隅のかがり火に火を燈
してゆく「火入之儀」などの儀式全てを取り仕切り

「開会の挨拶」を行う重要な役です。初めて裃を着て
役を務めました。
　神事が滞りなく執り行われ、能が披露されるのが
夕方五時、まだ明るい時間ですから薪の火は目立た
ないのですが、演目が進むにつれ、周囲は暗くなり「薪
の火」に照らされて舞う「能」「狂言」に千名近い観
客は「幽玄の世界」に引き込まれてゆきます。
　演目は「喜多流　能」の「花月」「鵜飼」そして、「和

泉流　狂言」の「水汲み」です。特に、狂言はTVで
も有名な野村万作、萬斎親子が演じ、何れも素晴ら
しいもので、８時終演の３時間があっと言う間でした。
　中尊寺薪能が中尊寺白山神社の能楽堂で行われ、

「何故お寺の中に神社があるのか」、「中尊寺薪能な
のに神社の神事が行われるのか」が不思議でしたが、
日本固有の神祇信仰と仏教が混ざり合い、独特の行
法・儀礼・教義を生み出したのが神仏習合（しんぶつ
しゅうごう）で平安時代から続いてきた事のようです。
　岩手医科大学を代表して大変な重役を務めて参り
ましたのでご紹介します。
　ぜひ、皆様も一度はご覧になってはいかがでしょ
うか。

「中尊寺薪能の
　　　薪奉行を務めて」
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編集後記

　秋も深まってまいりました。「食欲の
秋」、「スポーツの秋」、「芸術の秋」、そ
して「読書の秋」の到来です。ネットで
検索してみたら「読書の秋」というイメー
ジの元になったのは、古代中国の韓愈が
詠んだ「灯火親しむべし」（秋の夜長は
明かりをつけての読書に適している、と
いう意味）だそうです。本号では小川理
事長先生が中尊寺薪能の薪奉行をお務め
になった記事が掲載されておりますが、
中尊寺といえば高橋克彦さんの「炎立つ」
という長編歴史小説が有名です。そんな
名作をもう一度読み返してみるのにも良
い季節ですね。

（編集委員　佐藤　仁）
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１．腫瘍内科学科の設置並びに
　　組織規程等の一部改正について

がん薬物療法の効率的な運用・拡充並びに安全性の向上
と臨床研究・教育の発展のため、専任の医師を配置し、チー
ム医療を推進、各科の横断的取組の核となる部署として
腫瘍内科学科を設置することとして、組織規程等の一部
改正について承認

（施行年月日　平成26年８月１日）

２．地域医療連携センターの設置並びに
　　組織規程の一部改正について

患者紹介率並びに病床稼働率及び患者サービスの向上、
医療従事者の業務負担軽減と効率化を目的に、地域医療
連携センターを設置することとして、組織規程の一部改
正について承認

（施行年月日　平成26年10月１日）

３．組織規程（総合情報センター）及び
　　情報セキュリティポリシーの一部改正について

社会の情報化が急速に進み、組織、運用面において実
態と乖離した不具合が生じていることから、組織規程
及び情報セキュリティポリシーを一部改正することに
ついて承認

（施行年月日　平成26年８月１日）

４．エネルギーセンター新築工事に係る工程表、
　　設計図面及び見積業者選定について

エネルギーセンター新築工事に係る医療ガス供給業者
の設計協力について大陽日酸㈱に選定することについ
て承認

理事会報告──7月定例（7月28日開催）
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下顎右側智歯周囲炎上下左右の４本の埋伏智歯

№ 22

　2012年4月に口腔外科学第一講座と第二講座
が統合され、新しく口腔顎顔面再建学講座口腔外
科学分野となりました。現在は歯科医療センター
３階の口腔外科外来AおよびBにて外来患者さん
の診療を、西病棟６階にて入院患者さんの診療を
行っています。その他に、口腔顎顔面再建学講座
には歯科麻酔学分野、歯科放射線学分野があり
ます。
　口腔外科というと「歯を抜く！」というイメー
ジが強いと思いますが、口腔外科は歯に関わる疾
患だけではなく、口腔粘膜、顎骨、唾液腺、顎関
節、顔面・頸部に発生する様々な疾患の診断、治
療を行っています。そのため疾患が多岐にわたる
事から、現在は５つの診療チームを作り、より専
門的な診療ができるように取り組んでいます。
　外来診療の中では『抜歯』が最も多い外科処置
になりますが、大学病院の口腔外科という特徴か
ら親知らずにかかわる抜歯（難抜歯）が多く行わ
れています。親知らずの抜歯というと、多くの人

は「痛い！」、「腫れる！」、「大変！」などあま
り良いイメージはないと思います。確かに最近は
昔と比べ顎の小さい、小顔の人が多く、親知らず
の生え方も非常に複雑になっていて、抜歯に際し
て侵襲が大きくなるケースが増えています。　
　親知らずの抜歯は局所麻酔で行う事がほとんど
ですが、最近では歯科麻酔科の協力で静脈内鎮静
法の併用での抜歯を行っています。さらに複数本
の親知らずの抜歯や深部にあるため侵襲が大きく
なる事が予想される抜歯の際には、２泊３日の短
期入院で全身麻酔下での抜歯を行っています。
　また、親知らずの抜歯の際の神経（下顎骨内を
走行している下歯槽神経）の損傷を防ぐため、神
経に近接あるいは接触している症例では、術前に
歯科放射線科の協力のもと歯科用のCT撮影を行
い抜歯を行っています。
　負担を少なく、安全に、親知らずの抜歯を行っ
ていますので、親知らずで悩んでいる人はぜひ口
腔外科外来に相談してください。

スポット歯学講座
口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野　准教授　星　秀樹

親知らずの抜歯


